
様式第１号（第７条関係）

空家解体補助金交付申請書

○○年○○月○○日

（宛先）藤岡市長

申請者 住所 ○○市○○○○

氏名 ○○ ○○

電話 ○○○○－○○－○○○○

次のとおり補助金の交付を受けたいので、藤岡市空家解体補助金交付要綱第

７条の規定により、関係書類を添えて申請します。

補助対象空家の

所在地
藤岡市○○○○

構造及び床面積

等
構造：木造 延べ床面積：○○㎡ 建築年：昭和○○年

空家となった時

期

令和○○年○○月頃から

施
工
業
者

住所 藤岡市○○○○
連絡先（電

話）

（会社・携帯）
○○○－○○○○－○○○

○

名称 ○○○○建設 担当者氏名 ○○ ○○

解体工事

資格

建設業法による○○

工事業の許可

許可（登録）

番号
第○○○○号

着工予定日 ○○年○○月○○日

完了予定日 ○○年○○月○○日

補助事業の見積

金額
【例】940,000 円

補助金交付申請

額

（補助事業の費

用×1/3）

※上限額

200,000

(300,000)円

【例】200,000

（300,000）円

（1,000 円未満は切り捨てる。）

記入例

提出日を記入

補助対象とならない工事に係る

費用は見積から除く

【例】940,000×1/3=313333.33

千円未満切り捨て⇒313,000円
※S56以後の空家の場合

上限額 200,000円
※S56以前の空家の場合

上限額 300,000円



添付書類

(1) 申請者が住民登録基本台帳に記載されている市区町村の住民票の写し

（発行されてから３月以内のもの）

(2) 申請者が住民登録基本台帳に記載されている市区町村の市町村税の滞

納がないことを証明する書類（発行されてから３月以内のもの）

(3) 空家の登記事項証明書（発行されてから３月以内のもの）。ただし、未

登記の場合は現年度の固定資産税納税通知書の写し又は現年度の評価証

明書等

(4) 空家が所在する土地の登記事項証明書（発行されてから３月以内のも

の）

(5) 戸籍謄本等（空家所有者が死亡しており、その法定相続人が申請をす

る場合に限る。）

(6) 戸籍の附票（住民票と登記事項証明書の住所が異なる場合に限る。）

(7) 解体工事に係る誓約書（様式第２号）

(8) 空家であることが分かる次のいずれかの書類

ア 電気若しくはガスの閉栓証明書又は水道の使用廃止届出書

イ その他空家であることが容易に認められる書類

(9) 補助対象空家の付近見取図（様式第３号）

(10) 補助対象工事に係る費用の見積書の写し

(11) 建設業法許可又は建設リサイクル法登録を受けていることを証する

書類の写し

(12) 補助対象工事の施工前の状態を確認できる写真（様式第４号）

(13) 委任状（様式第５号。藤岡市空家解体補助金交付要綱第８条の規定に

より事務の手続を第三者に委任する場合に限る。）

(14) 暴力団排除に関する誓約書（様式第６号）

(15) 申請者が市外の住民登録基本台帳に記載されている場合、(2)に掲げ

る書類のほかに、藤岡市が発行する市税の滞納がないことを証明する書

類

(16) その他市長が必要と認める書類



様式第２号（第７条関係）

解体工事に係る誓約書

○○年○○月○○日

（宛先）藤岡市長

空家解体補助金の交付の申請に当たり、次のことを誓約します。

（補助対象空家の所在地） 藤岡市○○○○

１ 補助対象空家が、申請日において現に空家であり、賃貸の事業に使用した

ことがないこと。

２ 空家とその敷地の所有者が異なる場合若しくは共有持分者がいる場合は、

空家及びその敷地の所有者（共有者含む）から同意を得て、今回の補助金

の交付申請及びそれに伴う金銭の受領等一切についての手続を行うこと。

空家及びその敷地の所有者（共有者含む）から異議があった場合は、私

が責任をもって解決し、市に対して一切の損害を与えないこと。

３ 相続登記がされていない場合は、私が代表者となり、法定相続人全員から

同意を得て、今回の補助金の交付申請及びそれに伴う金銭の受領等一切につ

いての手続を行うこと。また、他の相続人から異議があった場合は、私が責

任をもって解決し、市に対して一切の損害を与えないこと。

○○年○○月○○日

申請者 住所 ○○市○○○○

氏名 ○○ ○○

記入例

署名した日を記入



様式第３号（第７条関係）

補助対象空家の付近見取図

下記の内容を表示してください。

１ 方位

２ 補助対象空家の範囲（補助対象空家の範囲に斜線を記入してください。）

３ 補助対象空家の地番

４ 周辺の目標となる建築物等

※ 付近見取図の作成に代えて、地図の写しを添付することができます。

付近看取りづを作成してく

ださい。

※地図の写しでも可能です。

空家を囲み、斜線を引いてく

ださい。

地番を記入してください

方位を記入

記入例



様式第４号（第７条関係）

補助対象工事の施工前の状態を確認できる写真

・施工前と完了後の写真は、同じ方向から撮影してく

ださい。

・施工前写真の№と完了後写真の№がそれぞれ対応す

るようにしてください。

・台紙が不足する場合は、複写してください。

№

撮影日

場所

№

撮影日

場所

撮影日を記入

撮影場所を記入

（北面、東面など）

記入例



様式第５号（第７条関係）

委任状

○○年○○月○○日

（宛先）藤岡市長

私は、次の者に藤岡市空家解体補助金交付要綱第８条の規定により補助金の

申請等に係る事務の手続を委任します。

（受任者）

○○年○○月○○日

委任者 住所 ○○市○○○○

氏名 ○○ ○○

※ 窓口に来ることができる方を受任者としてください。

住所

〒 －

フリガナ

代理人氏名

連絡先電話番号

記入例

提出日を記入

署名した日を記入



様式第６号（第７条関係）

暴力団排除に関する誓約書

○○年○○月○○日

（宛先）藤岡市長

住所 ○○市○○○○

氏名 ○○ ○○

私は、次のいずれにも該当する者ではないことを誓約します。

なお、必要な場合には、藤岡警察署に照会することについて承諾します。

(1) 暴力団（暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年

法律第７７号）第２条第２号に規定する暴力団をいう。以下同じ。）

(2) 暴力団員（暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律第２条第

６号に規定する暴力団員をいう。以下同じ。）

(3) 暴力団員によりその事業活動を実質的に支配されている者

(4) 暴力団員によりその事業活動に実質的に関与を受けている者

(5) 自己、自社若しくは第三者の不正の利益を図り、又は第三者に損害を

加える目的をもって、暴力団又は暴力団員を利用するなどしている者

(6) 暴力団若しくは暴力団員に対して資金を提供し、便宜を供与するなど

直接的かつ積極的に暴力団の維持若しくは運営に協力し、又は関与して

いる者

(7) 暴力団又は暴力団員であることを知りながらこれらを不当に利用して

いる者

(8) 暴力団員と密接な交友関係を有する者

記入例

提出日を記入



様式第８号（第１０条関係）

空家解体補助金交付決定変更（中止）申請書

○○年○○月○○日

（宛先）藤岡市長

申請者 住所 ○○市○○○○

氏名 ○○ ○○

電話 ○○○○－○○－○○○○

○○年○○月○○日付けの交付決定について、次のとおり（変更・中止）

したいので、藤岡市空家解体補助金交付要綱第１０条第１項の規定により申請

します。

添付書類

（１） 交付申請時の添付書類のうち、変更の内容が分かるもの

（２） その他市長が必要と認めるもの

補助金交付決定通知番号 第○○号

当初の交付決定額 【例】200,000 円 ①

変更後の補助事業に係る費用 【例】530,000 円

変更後の申請額 【例】176,000 円 ②

変更後の差引額 【例】 24,000 円（②－①）

変更後の補助事業の概要

変更の理由

提出日を記入

該当しない項目を二重線で消す

該当しない項目を二重線で消す

変更内容を具体的に記入

補助金交付決定通知書の右上に記載してある番号を記入

してください

記入例



様式第１０号（第１１条関係）

空家解体補助金実績報告書

○○年○○月○○日

（宛先）藤岡市長

補助事業者 住所 ○○市○○○○

氏名 ○○ ○○

電話 ○○○○－○○－○○○○

○○年○○月○○日付けで補助金交付決定を受けた解体工事について、次

のとおり完了しましたので、藤岡市空家解体補助金交付要綱第１１条の規定に

より、関係書類を添えて次のとおり報告します。

添付書類

(1) 補助対象工事の請負契約書又は請書の写し

(2) 補助対象工事に要した経費の領収書の写し

(3) 補助対象工事の完了を確認できる写真（様式第１１号）

(4) 補助対象工事に係る廃棄物の処理及び清掃に関する法律（昭和４５年法

律第１３７号）第１２条の３第１項に規定する産業廃棄物管理票のＥ票の

写し

(5) その他市長が必要と認める書類

補助対象空家の所在地 藤岡市○○○○

補助事業に要した費用 【例】530,000 円

補助金交付決定額 【例】176,000 円

着工年月日 ○○年○○月○○日

完了年月日 ○○年○○月○○日

補助金交付決定通知書の右上に記載してある日付

を記入してください

提出日を記入

実際の工事期間を記入

記入例



様式第１１号（第１１条関係）

補助対象工事の完了を確認できる写真

・施工前と完了後の写真は、同じ方向から撮影してく

ださい。

・施工前写真の№と完了後写真の№がそれぞれ対応す

るようにしてください。

・台紙が不足する場合は、複写してください。

№

撮影日

場所

№

撮影日

場所

記入例

撮影日を記入

撮影場所を記入

（北面、東面など）



様式第１３号（第１３条関係）

空家解体補助金請求書

○○年○○月○○日

（宛先）藤岡市長

補助事業者 住所 ○○市○○○○

氏名 ○○ ○○

電話 ○○○○－○○－○○○○

○○年○○月○○日付けで確定通知を受けた補助金について、藤岡市空家

解体補助金交付要綱第１３条第１項の規定により、次のとおり請求します。

１ 請求額 【例】176,000 円

２ 交付確定額 【例】176,000 円

３ 振込先

４ 添付書類

通帳の口座名義人及び口座番号を確認することができる箇所の写し

金融機関名
○○銀行

支店名
○○支店

預金種別 当 座 ・ 普 通

口座番号
○○○○○○○○○○○

フリガナ

口座名義

○○○○ ○○○○

○○ ○○

記入例

提出日を記入

補助金額確定通知書の右上の日付を記入し

てください

申請者本人名義の口

座に限ります


